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１．緒言 

 生体に存在するアミノ酸のほとんどはタン

パク質を構成している．しかしながら体液，血

液中においてアミノ酸は遊離アミノ酸として

単量体の形でも多く存在している．本研究では

近年，盛んに研究が行われているプラズマの農

業・医療応用の基礎研究として，アミノ酸を含

む水溶液に対しアルゴン／水溶液界面放電を

行い、誘起される化学反応を調べた． 

２．実験 

電解質水溶液を陰極とし，そこから 3 mm離

れた位置に 1.00 mm 径の棒状銅電極を設置し

てこれを陽極としたステンレス製の回分式反

応器で実験を行った．実験は 10 g/L グリシン

水溶液を入れ金属電極を設置した反応器にア

ルゴンガス封入し放電を開始した．放電は印加

電圧 18.6 kVの DCパルス放電を繰り返し生成

し，液相において反応を行った． 

３．結果および考察 

 大気圧アルゴン条件下でパルス放電を繰り

返し行った後の溶液を高速液体クロマトグラ

フによってグリシンの転化率の分析を行った．

またマトリックス支援レーザー脱離イオン化

法を用い反応生成物の分析を行った． 

パルス放電回数増加に伴うグリシンの転化率 

 

Fig.1パルス放電プラズマによるグリシンの 

反応挙動 

変化を Fig.1に示す．放電開始直後からグリシ

ンの転化率上昇がみられ，放電回数 1000 回に

おいて 73.1 %の転化率が得られた（反応①）．

この範囲における放電ではプラズマにより水

溶液中において脱水重合反応が進行し，アミノ

酸が重合しペプチドの生成が確認された．しか

しながら，1000 回以上放電を繰り返し行うと

転化率の落ち込みがみられ，反応①で生成され

た高重合度のペプチドが加水分解され，グリシ

ンの単量体が再び生成した（反応②）．さらに

放電を繰り返し行うと再び転化率の上昇がみ

られ，反応②と同様の加水分解反応が起きると

同時に酸化反応が進行し，ペプチドの酸化分解

反応が確認された（反応③）． 
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